
１　自治体名

兵庫県

１　行政課題の分野 ２　支援施策の分類

スポーツ・文化芸術活動 学び支援施策

４　事業者の協力を求める内容

指導者派遣・施設

３　行政課題に対する施策（事業）展開による対応状況と困っていること（課題）

４　企業・団体に「困りごと」解決に向けて連携や協力を求める内容

中学生（１２～１５歳）

ひょうごSDGs公民連携ミーティング　困りごとシート
テーマ　「地域創生に向けた若者・Z世代の応援」

２　関係部署名

教育委員会事務局　体育保健課

３　対象とする世代

〇地域クラブ活動において、指導者・サポートスタッフとして指導に関わっていただく人材を確保したい
〇企業・団体等が所有する施設において、スポーツ・文化芸術活動の場所を提供・貸与していただきたい
〇年間不定期開催の△×教室や△×体験会など既存のイベント等を地域展開メニューとして提供いただきたい。
〇大会等の開催支援（運営ボランティアスタッフ・開催資金援助等）

※　企業・団体等のソリューションを是非、部活動の地域展開に活用させていただきたい！

５　困りごとの解決・解消に向けた対応期間

R8～R13（部活動地域展開改革実行期間）

６　解決・解消に要する費用に対する考え方 ７　補足資料の有無

今後、予算確保予定 あり

中学校部活動地域展開等において、県内の地域クラブ活動の指導者及び活動場所の確保が課題となっており、企
業・団体等、皆さまの有するソリューションを是非、活用させて頂きたい。

２　現状の行政課題

〇令和５年度にスタートした部活動改革に関する「改革推進期間」（令和５年度～令和７年度）は、終盤を迎えてい
る。この間、国の実証事業に参加する市町は着実に増加するとともに、市町や関係団体等の創意工夫により、多様
な地域クラブ活動の運営モデルが形成されてきた。また、指導者の確保をはじめとする諸課題の解決に向けた様々
な方策も明らかになりつつある。
〇一方で、検討や調整に時間を要し、改革が十分に進んでいない市町も見受けられる。加えて、中学生世代の人口
減少は今後も続くことが見込まれ、特に中山間地域を中心に、学校部活動を取り巻く環境は一層厳しさを増してい
る。
〇このような状況の中、少子化の進行を見据えながら、改革を着実かつ迅速に進めていくことが求められている。
部活動改革を進めることで、将来的に子供たちの豊かなスポーツ・文化芸術活動の機会を確保・保障することが困
難になるおそれがあり、大きな課題となる。

〇部活動の地域展開における課題は以下８つ
　１．地域クラブ活動を担う運営団体・実施主体の体制整備
　２．指導者等の質の保障・量の確保
　３．活動場所の確保
　４．活動場所への移動手段の確保
　５．大会やコンクールの運営の在り方
　６．生徒・保護者等の関係者の理解促進
　７．生徒の安全確保のための体制整備
　８．障害のある生徒の活動機会の確保

１　困りごとと事業者に期待する内容（要約）　

困りごとR


